
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２期 

八雲町 橋梁長寿命化修繕計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年 3 月 

 

八 雲 町 建 設 課 
 

【様式１－１】 



 

 

 

 

１． 長寿命化修繕計画の目的 

  

１）背景 

  ・八雲町における長寿命化修繕計画対象橋梁は、現在、174 橋あり、このうち建設後 50 年を

経過する高齢化橋梁は、57 橋で 33％を占めます。 

  ・20 年後には、この割合が 67％を占め、急速に高齢化橋梁が増大します。 

  ・今後、増大が見込まれる橋梁の修繕・架替えに要する経費に対し、可能な限りのコスト縮減

への取り組みが不可欠になります。 

 

 ２）目的 

  ・定期点検による橋梁の状態把握、予防的な修繕及び計画的な架替えを着実に進め、橋梁の長

寿化と橋梁の修繕・架替えに係る費用を縮減します。 

  ・重要な道路ネットワークの安全性・信頼性を確保していくために長寿命化修繕計画を策定

します。 

 

 

 

■ 建設後 50 年以上の橋梁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

橋種別の橋梁数(2023 年現在) 

全橋梁 174 橋 

上遊楽橋（橋長 60.2ｍ） 

1983 年供用開始（36 年経過） 

建設後 50 年以上の橋梁箇所数の増加 

２５橋 



 

 

 

 

２．長寿命化修繕計画の対象橋梁 

２． 長寿命化修繕計画の対象橋梁 

 

 長寿命化修繕計画の対象とする橋梁は、八雲町が管理する全 174 橋を対象とします。 

（橋） 

 １級 

市町村道 

2 級 

市町村道 

その他 

町道 
合計 

全管理橋梁数 47 36 91 174 

 

 

 

うち計画の対象橋梁数 47 36 91 174 

 うちＲ５年度計画策定橋梁数 47 36 91 174 

 

 

３．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針 

 

 １）健全度の把握の基本的な方針 

健全度の把握については、橋梁の架設年度や立地条件等を十分考慮して実施するとともに、

「北海道市町村橋梁点検マニュアル（北海道道路メンテナンス会議）」に基づいて定期的に点

検を実施し、橋梁の損傷を早期に把握します。 

 

 ２）日常的な維持管理に関する基本的な方針 

橋梁を良好状態に保つため、定期点検、異常時点検の他、日常的な維持管理として、橋梁を

含めた道路パトロールやこまめな清掃などに努めます。 

 

 

４．対象橋梁の長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針 

 

 １）基本的な方針 

  ・健全度の把握および日常的な維持管理に関する基本方針に基づき、予防保全的な維持管理・

修繕計画を実施し、修繕や架替えに必要となる事業費の肥大化や無駄を排除し、ライフサ

イクルコスト（ＬＣＣ）の縮減を図ります。 

  ・詳細点検結果に基づく橋梁の健全度把握及び損傷状況に応じて橋梁長寿命化修繕計画を見

直します。 

 

 ２）コスト縮減に関する基本方針  

・橋梁のメンテナンス全般において、①「新技術の活用」、②「集約化・撤去」、③「費用縮減」 

など、事業のコストや効率化に資するものはないかを検討する。  

 

 

※次項に具体的検討を記載する。 

  



 

 

 

 

 

八雲町の管理橋梁は、点検→診断→措置→記録→（次の点検）のメンテナンスサイクルを実行し

て います。このため、管理橋梁の損傷が軽微なうちに措置（修繕または架け替え）できるためコ

スト縮 減に繋がります。さらに、次の取り組みを実施して更なるコスト縮減を図ります。 

 

① 新技術の活用 

点検の効率化が期待できる技術（ドローンや点検ロボットなど）や修繕の際に、新材料や新工

法 などの新技術の活用を検討します。  

 

具体的な数値目標：R11 年度までに、管理する全 174 橋全てにおいて新技術の活用を検討

し、その一割程度で新技術を活用することにより約 865 万円の費用縮減を目指します。 

 

 

② 集約化・撤去 統廃合が可能な路線に架かる橋梁は、橋梁点検により損傷の状況を確認しなが

ら、必要に応じて バリケードなどの安全確保上最低限の対策を行い、撤去を行います。 

 

具体的な数値目標：R11 年度までに 1 橋の集約・撤去を行うことにより約 300 万円の費用縮

減を目指します。 

 

 

③ 費用縮減 上記の「新技術の活用」や「集約化・撤去」の検討のほか、直営による点検を行うこ

とによって 橋梁修繕事業全体として大幅なメンテナンス費用の縮減を図ります。 

 

 具体的な数値目標：橋梁の法定点検や修繕等の実施に当たっては、新技術情報提供システム 

（NETIS）や点検支援技術性能カタログなどを参考に、新技術等の活用を検討し、事業の効率

化を 行い費用縮減を図ります。直営点検においては R7 年度から R11 年度までの５年間で全

管理橋梁 174 橋の 2 割程度を直営で行うことにより約 900 万円程度の費用縮減を目指しま

す。 

 

 

 ３）対象橋梁の状態 

対象橋梁の点検・診断結果は、別紙対象施設一覧による。 

 

 

 

  



 

 

 

 

５．対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替え時期 

 

１）補修優先順位の決定 

   補修の優先順位は、「道路橋毎の健全性診断」の低い橋梁（要補修）を最優先とし、維持管

理区分の判定基準と供用年数を踏まえて決定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「道路橋毎の健全性診断」の評価基準を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 1 橋梁健全度一覧表 

図 1 優先順位決定手順 

･･･健全性の低い橋梁を優先 

･･･維持管理区分の判定が高い橋 
を優先 

 

･･･架設年度の古い橋を優先 

道路橋毎の健全性診断 

維 持 管 理 区 分 

補修優先順位の決定 

供 用 年 数 



 

 

 

 

維持管理区分は、地域の実情を踏まえ以下に示す３段階で決定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上より決定した、対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替え時  

期を【様式１-２】として巻末に記載します。 

  

表 2 維持管理区分の判定基準表 



 

 

 

 

６．長寿命化修繕計画による効果 

 

この計画の対象橋梁 174 橋について、事後的な対応（大規模な補修や架替え）の場合と適切な

時期に修繕等を実施する予防的な維持管理の場合のコストについて比較しました。 

この計画に基づき予防的な維持管理に転換することで、今後 60 年間で検討した場合では、事後

的な対応の場合は約 270 億円、予防的な維持管理の場合は約 120 億円となり、約 150 億円の維持

管理コストの縮減が見込めます。 

 

※ 上記の費用は現時点での試算であり、今後の損傷状態の変化などによる計画の見直しにより、   

変動することが考えられます。 

 

 

 

 

 

７．計画策定担当部署および意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

 

１）計画策定担当部署 

   八雲町 建設課 土木係 ℡：0137-62-2111 

 

２）意見を聴取した学識経験者 

   函館工業高等専門学校 社会基盤工学科  

教授 平沢 秀之 

 

 

 

 

 

  

174 橋 

60 年間で約 150 億円 

コスト縮減 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

  



 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 


